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[コメント]
肉用鶏に、（１）クエン酸・アミノ酸の混合物を給与、（２）血液の恒常性維持のために炭
酸ファインバブル水を給与し、夏期の熱射病による斃死することを予防する技術開発で
ある。

今年度までの成績では、（１）のクエン酸・アミノ酸の混合物給与により、斃死予防の効
果が明確になった一方で、（２）の炭酸ファインバブル水での効果は明確ではなかった。

これまでもセンターでは、ファインバブル水が暑熱対策に有効であることを示してきてい
る。今回、さらに機能を付加した炭酸ファインバブル水を用いているが、炭酸濃度の経
時的変化に応じた、給与方法の工夫が必要と考えられた。

次年度（最終年度）では、こうした点を改良し、当初目標を達成することを期待する。

様式８　　　　　　　　　　　　　　中間評価報告書

畜産酪農技術センター試験研究評価委員会  　令和４年８月２６日（金）

ブロイラーにおける暑熱時の生産性低下防止技術の開発

　令和３年度　～　令和５年度


